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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第1回法人研修について
日時：Ｈ28年6月6日(月)、6月7日(火)　17:30～18:30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール　テーマ：接遇について(家族・電話対応)

講師：接遇向上委員会委員長　田端　公子

各自、当日の出欠予定の記入をすること。また、今回の研修の後にビデオ研修を実施する為、当日参加できない方はビデオ研修へ参加すること。

日時：6月8日(水)　6月9日（木）17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール

・第1回昇格試験について

日程：5月31日（火）～6月2日(木)　3日間

場所：メンタルケア病棟3階会議室　時間：17：30～18：30（60分）

申込期限：5月23日（月）～5月27日（金）PM17：00まで

試験対象：中級試験受験資格者　

対象者は受験日程を確認し、申し込みを行うこと。

・5月24日（火）青山荘から青春の間の道路にて、黒い薄手のセーターの落し物があり。職員だけでなく、患者様や利用者様から問い合わせがあったら、庶務まで連絡すること。

・職員第一駐車場で不審者の情報がある。施錠に気をつけ、車内に貴重品は置かないようにすること。

・5月26日(木)17：00までに精神医学会の骨子を提出すること。

・5月31日（火）までに各担当利用者様分の生年月日を、6月10日(金)までに各担当利用者様情報を所定フォルダに全て入力し、終了後小嶋SGMまで報告をすること。対象者に関しては経過も作成すること。

・6月1日（水）八戸短期大学の看護学生が5名実習予定。

・6月2日（木）千葉学園の看護学生が6名実習予定。

・月報は6月2日（木）17：00まで提出すること。
・6月3日(金)までに行動観察メモを提出すること。

・6月21日(火)点検のため、14：00～15：00停電。
＜利用者様情報＞

・田名部　一樹様～月曜日同様、以前デイケアに居たメンバーについての不満を大きな声で話している為、介入をしている。時と場所を考えて物事を言わなければ、自分が悪く思われる可能性があることを伝えると、日頃の自分の言動を振り返っており、「他の人にも発言に気をつけたほうがいいといわれたことがある」と話している。また、自分の推測を事実のように話していることも指摘をすると、「興奮すると色々言ってしまう」と答えている。言ってしまったあとに反省することがあるとのことで、気付いた際は謝罪をすることから初めてみてはと伝えると「やってみます」と答えている。
・青木　紀子　様～月曜日に作業所に行った際に男性利用者からセクハラを受け、その日の夜は眠剤を服用したが一睡も出来ずに火曜日作業所に行ったことを報告している。作業所の職員にもセクハラの件を報告し、作業中はそばに職員を配置するという案となったが、「気持ち悪くて、行きたくない」と話している。作業所を辞めることも考えているとのことで、明日作業所に行ってみて、改善案がなされても気持ち悪いなどの不調があったら早退し、それから退所について考えてみるように提案すると「わかりました、まずは頑張って明日行ってみます」と話している。最近、不審者の件もあり眠れないことが増えており、精神的にも不安定な様子が窺える為、身体症状、精神症状の観察をしていき、本人から相談があった際には適宜対応していく。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供あり、昨日帰荘後、右肩痛について「前は左肩が痛かったけど、今は右肩から右膝まで痛い」「痛み止め、毎日3回分くれればいいのに、他の人は、1日3回分もらっている人いるらしいよ」と不満げに話している。担当医が、痛い時だけ飲む方が良いと説明していた事を振り返ると「そうかな」と納得されない様子で、次回受診時に再度話してみるとのこと。デイナイトでは上記訴えは聞かれていない。右肩痛に関連する訴えが聞かれた際は、本人の訴えを傾聴し、適時介入していく。
・小野寺　ノリ様～青風荘より、昨日帰荘後、血圧184/52㎜Hg、再検159/55㎜Hgで経過。体調については、「頭は痛くない、いつもと変わらないよ」と表情良く話しており不調の訴えはないとのこと。今朝は、血圧134/61㎜Hgで経過と情報提供ある。本日のデイナイトケアでは、13：00血圧130/55mmHg、脈拍69回/分。不調の訴えはなく、プログラムへは参加できている。今後、不調がある際には、スタッフに話すよう伝えている。
・袴田　淑子　様～青風荘より情報提供ある。昨日夕食後、口内炎について「だいぶ良くなったけどまだ痛い、薬はまだ飲む」と話しており、姉様が持って来られたチョコラＢＢを1錠服用しているとのこと。本日口内炎について確認すると、「痛みはない」と話しており、昼食は全量摂取している。

・八木橋　牧雄様～昨日よりナイトケア利用再開。再開にあたってわからない点はないとのことで、以前利用していた時同様に過ごしている。一昨日ナイトケアを利用しなかった件については、「眠ってた」とのみ話しており、飲酒は否定。飲酒してしまった際には隠さずに教えて欲しいことを伝えると、「大丈夫だ」と返答している。退院前に約束していた、ナイトケアに継続して通うことと抗酒剤に関しては、自身から抗酒剤を飲むことになったことと、継続して通えない場合はデイナイトケアに移行するとスタッフへ報告している。スタッフから各施設で抗酒剤服用を確認していくことを再確認すると、聞こえにくい声で「うん」と返答。わからない点はすぐスタッフに相談するよう促している。ナイトケア利用目的として、現在の生活を維持することを挙げている。今後も飲酒状況を確認しつつ、不安や不満の有無を確認し、現状の生活を維持できるよう関わっていく。

＜外来情報＞

・高柳　和子様～鼻の痛みがあるが響く感じはないため、お粥ではなくごはんは食べることが出来ていると報告をしている。

・清水頭　翼様～作業所に通う回数が増えることから、次回から診察日が土曜日に変更となる。次回受診日は6/25。

・繁名　和恵様～デイケアにいると幻聴が強まり頓服を服用していることを報告している。

・小林　満　様～土日も飲酒せずに過ごせたことを報告している。裁判の弁護人が決まり、調書の確認をしていく予定。

・菅野　勝利様～足の浮腫はひどくはないが体重は1kg増加したことを報告している。

・平　京子　様～血圧は安定しているが、前回の採血時に血糖値が悪化しており、体重も増加傾向にあるため、栄養指導を提案されるが了承せず。血糖値の兼ね合いで、ジプレキサが5mg→2.5mgへ減量となっている。

・川口　尚良様～前回から診察が1/1W→1/2Wに変更となったが、変化は無かったとのこと。また、鼻炎症状はなかったと報告をしている。

・村上　元道様～幸房への遅刻は週1回、欠席も週1回しているが、体調不良ではなく、体調管理のためと理由を述べている。

・淡路智恵子様～次回採血実施予定。顔が赤いが、洗顔後に何もつけたくないと報告をしている。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　佐藤　ミツ子　様）

実施日：H25年5月25日（水）13：30～14：00

担当チーム：服部、佐々木

検討内容　目標の再検討

	氏名
	佐藤ミツ子
	性別
	女
	年齢
	68
	生年月日
	昭和22年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得

・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

・病識を身につける

	本人希望
	今の生活を続けたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　1回（最終：昭和62年8月　～平成13年9月13日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年10月9日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成



                 

兄が保護者となっている。

	利用制度
	愛護手帳B
	障害基礎年金2級
	他（自立支援サービス区分2、国保）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①スタッフに確認をしてもらいながら、食事準備ができる。
	・人に話し掛けるためでも強い緊張感がある様子である。食事の準備の際には作業は一人で行うことができている。できていることもスタッフに確認し、安心感を得ている様子。

・緊張している様子が見られており、少しでも指摘されると何度も「ゴメンね」と謝っている。些細なことでも「失敗した」と強く感じる傾向にあるため、失敗したと本人に感じさせないようスタッフがフォローしている。

・スタッフに声を掛けられるのを待っている為、決められた日課は声を掛けられなくても自分から行うように説明を受けているが、実行できない日もある。
	病状・性格からくる緊張により、失敗体験につながることや、失敗したと本人が受け取ることがある。本人の行動や意見を肯定することで本人を安心させ、自信を持てるように関わっていく。また、些細なことで失敗したと思う為、失敗したと思わせないようにさりげなくフォローしていく必要がある。上記項目を食事準備以外の日課にも反映していく為、短期目標を一部変更する。

	②スタッフへ相談できる。
	・IQ45と低く、物事を表面的に受け止めることや、勘違いをする傾向にあるため、本人が分かりやすいようにスタッフ側で説明する必要がある。

・挨拶は自分からできており、言いたい事は自分から伝えることができている。思ったことをそのまま伝えてしまい、相手を傷付けてしまうこともある。スタッフが指摘すると、相手やスタッフに「ごめんね」と「ありがとう」を繰り返しているが、行動の変化はない。
	自分の意見を伝えることはできているが、1人悩まずスタッフへ相談し、突発的な行動をしないようにする。今後現状維持できるように目標を継続していく。

	その他
	・行事には拒否をする事が有る。3月おやつの会お好み焼きになったが食べないと拒否するが好きなところで食べて良いと伝えると全量摂取している。

・塗り絵を好んで行っており、今後の目標を聞くと、「わかんない」「塗り絵をしたい」と話している。計算問題は算数でも難しい。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	青風荘での生活を維持する
	①日課を実施できるようになる。
	①スタッフに確認をしてもらいながら、日課ができる。
	①分からない事や、不安な事はスタッフに確認をする。スタッフは、本人の行動や意見を肯定し、できていることをほめる。失敗したと思わせないようにさりげなくフォローする。スタッフは、声がけするようにして、普段から本人が話しやすいようにしていく。

	
	②1人悩まず、職員に相談する。突発的な行動をしないようにする。
	②スタッフへ相談できる。
	②スタッフは、本人から相談を受けたときは、適切な内容のアドバイスをする。











